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～新たな挑戦に向けて
２　ポスト京都議定書
３　国内環境政策
４　温室効果ガス排出削減対策
５　生物多様性
６　自治体の先進事例／大学の研究室から
７　土壌 地下水環境
８　都市資源開発
９　リサイクルの現実
　環境配慮設計 環境配慮工場
　スーパークールビズ
　省エネルギー 節電
　省エネルギー 節電
　燃料電池
　エコカー
　再生可能エネルギー／風力
　再生可能エネルギー／太陽
　再生可能エネルギー／バイオマス 地熱 小水力
　スマートグリッド／国内先進事例
　スマートグリッド／国際展開
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　 年は地球環境を巡る取り組みで転換の年となる
かもしれない。
　日本は 年３月 日に発生した東日本大震災で甚大
な被害を受けた。これを機にエネルギー政策の見直し
議論が熱を帯びる。今夏は電力需給のバランスの悪化
が予想され、省エネルギー・節電が大命題となってい
る。再生可能エネルギーはエネルギー政策の新しい柱
の一つとして、技術革新と普及がさらに進むことが期
待されている。
　その一方で今年 月末に南アフリカで開かれる国連

気候変動枠組み条約第 回締約国会議（ＣＯＰ ）で
焦点となる 年以降の国際枠組みの事前交渉は、停滞
ぎみ。国内の温室効果ガス ％排出削減目標も東日本
大震災の発生で揺らいでいる。
　 年 月に名古屋市で開かれた生物多様性条約第
回締約国会議（ＣＯＰ ）で最大の成果とも言える
「名古屋議定書」の採択。日本政府は今年５月に同議
定書に署名した。 年は国連が定める国際森林年。森
林を適切に保全し、持続可能な形で利用していける
か。企業レベル、個人レベルも対応が問われている。
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